
2	 テレビとつなぐ

はい いいえ

テレビのHDMI入力端子に「ARC」と表記されていますか？

HDMIケーブル（付属）
HDMIケーブル（付属）

光デジタル音声ケーブル	
（別売）

ご注意

•	HDMIケーブルは奥までしっかり差してください。

3	 リモコンを準備する

裏面へつづく

1	 設置する
テレビを本機の中央に、スタンドがはみ出さないように設置してください。

ご注意

•	テレビに転倒防止用ベルトが付属している場合は、テレビの取扱説明書に従ってテレビを固定し
て下さい（本機には固定できません）。テレビに付属していない場合は、市販のテレビ用転倒防止
用具を家電量販店などでお買い求めの上、お使いください。
•	底面にサブウーファーがあります。サブウーファーに物が当たらないようにしてください。

サブウーファー

•	ガラス上面に衝撃を与えないでください。

•	40 kg以上の物を載せないでください。指定の質量を超えると、本機が壊れることがあります。
•	BLUETOOTH機能を使っているときは、本機の左側5 cm以内に金属物を置かないでください。音
が途切れることがあります。

ホームシアターシステム

スタートガイド

HT-XT2

4-585-709-01(1)

付属品を確認する

リモコン（1） 単4形マンガン乾電池（2） HDMIケーブル（1）

取扱説明書（1） スタートガイド（本書）（1）

本機の操作方法について
本機とテレビを付属のHDMIケーブルで接続すると、本機の操作画面をテレビに表示することができま
す。

ネットワーク設定やNFC機能、その他の機能について
は、別冊の「取扱説明書」をご覧ください。

取扱説明書
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4	 テレビの電源を入れる
電源

5	 本機の電源を入れる

電源ボタン

 

	本機の電源コードをコンセントにつなぐ。

	本機のリモコンの電源ボタンを押す。
表示窓が点灯します。

ちょっとひと言

•	テレビのHDMI機器制御機能の設定については、テレビに付属の取扱説明書をご覧ください。

6	 かんたん設定を行う

///、	
決定ボタン

ホームボタン

	本機のリモコンのホームボタンを押す。
かんたん設定画面がテレビ画面に表示されます。

かんたん設定が表示されない場合は、テレビのリモコンでテレビ側の入力を本機とつないでいるHDMI入力端子に切り換えてください。

	画面の表示に従って///ボタンで項目を選び、決定ボタンを押す。

	「かんたん初期設定はこれで完了しました。」と表示されたら「終了」を選んで決定ボタンを押す。

ちょっとひと言

•	ネットワークの接続については、取扱説明書（別冊）の「ネットワーク機能で楽しむ」をご覧ください。

7	 テレビの音声を聞く
入力切換＋/－	
ボタン

サブウーファー
＋/－ボタン

音量＋/－ボタン

	テレビのリモコンでお好みの番組を選ぶ。
テレビ放送の画面に切り換わり、本機からテレビの音声が出力されます。

本機からテレビの音声がでない場合は、本機の表示窓に「TV」と表示されるまで、本機のリモコンの入力切換＋/－ボタンを繰り返し押してください。

	音量を調節する。
本機のリモコンの音量＋/－ボタンで音量を調節してください。

サブウーファーの音量は、本機のリモコンのサブウーファー＋/－ボタンで調整してください。

音質の調整については、取扱説明書（別冊）の「サウンド効果を選ぶ」をご覧ください。

ご注意

•	テレビの音声が本機から出ない場合は、テレビ側のスピーカー設定をオーディオシステムに切り換えてください。設定方法については、テレビの取扱説明書をご覧ください。

困ったときは
本機からテレビの音声が出ない、またはテレビに映像が表示されない
•	本機の表示窓に「TV」と表示されるまで、本機のリモコンの入力切換＋/－ボタンを繰り返し押してください。
•	テレビと本機をつないでいるケーブル類を抜いて差しなおしてください。ケーブル類は奥までしっかり差し込んでください。
•	テレビと本機の電源を入れる順番によっては、本機が消音状態になり、本機の表示窓に「Muting」と表示される場合があります。その場合は、テレビの電源を入れてから本機の電源を入れてください。

サブウーファーの音声が出ない、または小さい
•	本機のリモコンのサブウーファー＋/－ボタンを押して、サブウーファーの音量を上げてください。
•	取扱説明書（別冊）の「困ったときは」をご覧ください。

ソニーの別売ワイヤレススピーカーと組み合わせて、より多様な音楽シーンを楽しむことができます。SongPal Linkについて詳しくは、取扱説明書（別冊）をご覧ください。


